
日本医真菌学会若手研究者奨学金  

  

日本医真菌学会は、医真菌学領域において将来の発展を期待し得る若手会員の研究を助成するために、

若手研究者奨学金を給付しています。  

■2023 年は以下 3 名が採択されました。 

・阿部 雅広（研究テーマ：カンジダ属定着・病原性と糖尿病 (高血糖) の関連性解析） 

・比留間 淳一郎（研究テーマ：薬剤耐性皮膚糸状菌の MIC と MFC の比較による新たな治療戦略の構築） 

・馬嶋 秀考（研究テーマ：脂質異常症治療薬スタチンが有する抗糸状菌作用の探求－希少真菌を含む多菌

種への応用とカイコ感染モデルによる in vivo への橋渡し研究－） 

 

  

日本医真菌学会若手研究者奨学金に関する規約  

  

１．日本医真菌学会は、医真菌学領域において将来の発展を期待し得る若手会員の研究を助成するため

に、若手研究者奨学金を給付する。  

  

２．本奨学金は満 35 歳未満で会員歴 2 年以上の会員若干名に対して生涯 1 回給付する。ただし、次の

（ア）または（イ）に該当する場合には、満 40 歳未満で会員歴 2 年以上の会員を対象者として選考でき

る。  

（ア） 医薬学あるいは獣医学系などの 6 年制大学を卒業し、研修等の実地業務を経て医真菌研究を開

始したことを推薦者が上申し、選考委員会が認めた場合。 

（イ） 人事記録等により確認できる候補者の出産・育児による休業等（休暇、休職、離職を含む）に

伴う研究活動の中断期間が通算３ヶ月以上であることを推薦者が上申し、選考委員会が認めた場

合。  

  

３．本奨学金を受けたものは、翌々年 3 月末日までに所定の報告書を学会あてに提出するものとする。

また、翌々年の学術集会のシンポジウムで成果を報告し、その内容を機関紙 Medical Mycology Journal 

に英文で公表する。  

  

４．本奨学金の給付額は前年度繰越金総額の 2％を上限とし、理事会で決定する。なお、剰余金が生じ

た場合は次年度繰越を行わない。  

  

５．本奨学金の研究期間は 1 年とする。  

  

６．本奨学金は下記要領によって選考される。  

（1） 選考委員は理事長を除く理事全員とし、選考委員長は理事の互選により選出される。  



（2） 応募者は募集期間内に所定の応募用紙を学会に提出しなければならない。  

（3） 受給者の選考および給付金額は選考委員会において審議し、理事会の承認を経て決定する。  

  

付則  

（１）本規約は 2023 年 10 月 5 日より施行する．  


